
敷地は、大道りから一本奥に入った、

比較的静かな住宅街の一角にある。

二面（南、東）が道路に面する角地であり

北から南に向けて下がる傾斜地である。

計画概要

・構造　　：木造二階建て

・用途　　：専用住宅

・敷地面積　　：１７０．１３ｍ２

・建築面積　　：　８９．４２ｍ２

・延床面積　　：１３４．４８ｍ２

・法的条件　　：第一種中高層住宅専用地域

　　　　　　　 建蔽率６０％、容積率２００％

東側　穏やかに上がる幅３．５メートルの小道

段差があるため車両は通れず、歩行者も少ないので静か。

南北に視線と風が抜け、日当たりが良く、街路樹の緑も多い。

落ち着いた気持ちの良い道なので、その雰囲気を活かしたい。

南側　幅 4 メートルの生活道路

歩行者がよく通り、車やバイクの時々通る住宅街の生活道路。

向かいは 3 階建てのマンションだが、開口が少なく視線は気にならない。

道路際はマンションの日陰になることがある。

北側　二階建て住宅に隣接する

当敷地より６０㎝高い敷地に建つ隣家が接近している。

家と家の距離が近い上に開口やベランダがあるので、視線が気になる。

西側　二階建て住宅と庭に隣接する

北側半分は隣地の住宅に、南側半分は庭に接する。

庭に接する部分は視線も気にならず、緑を景色として取り込めそう。

東京都中野区の静かな住宅街の一角に、

3 世代、６人が同居する住宅を計画する。

夫（59）

もうすぐ引退の保健所所長

はじめての孫との同居を楽しみにしている。

読書・音楽鑑賞・映画鑑賞が趣味。

孫と大画面で映画を観たいと思っている。

妻（55）

専業主婦

3 人の子供が独立し、母としての役目が一段落したところ。

同居に際し嫁姑関係をうまくやれるかが少し不安である。

キルティング・編み物・音楽鑑賞が趣味。

戸建ての家に住んでいる。

この家で 3 人の子供を育ててきた。

子供が独立して生活スタイルも変わったし

家も古くなったと、同居を期に建て替えを考えている。

賃貸マンションに住んでいる。

家族が増えて手狭になったし、

そろそろ子供部屋も必要かもしれない。

同居を期に、持ち家を持って落ち着きたいと考えている。

夫（32）

小さな広告代理店の営業課長

仕事がとても忙しく帰りが遅い。家で仕事をすることもある。

自分の手がまわらない分、両親が子供の面倒を見てくれれば助かると思う。

忙しいので日常的な趣味はないが、休暇は旅行に行くのが好き。

妻（29）

ここ数年子育てに追われてきたが、できれば働きたいと思っている。

同居を期に子供を両親に預け、少しずつ社会復帰したいと考えている。

長女（7）

思いやるのある聡明な女の子。妹の面倒見もよい。

次女（3）

よく男の子に間違えられる、元気な女の子。

親夫婦

子ども夫婦と孫
大通りへ

大通りへ

大通りへ

敷地図・屋根伏図　Ｓ＝1：400

プラス要素

マイナス要素

3 階建てマンション

計画敷地

緑の小道

視線

人道り

光と風

日陰

視線

大勢でのにぎやかな食卓

　いってらっしゃいやおかえりのあいさつ

　　昔のこと、今のこと、子供のこと、広がる会話

　　　みんなで祝う誕生日やお正月

誰かのばしょではないけれど誰の場所でもある、

みんなにとって居心地の良い場所。

別の場所にいる家族の声や気配を感じながら

作業に没頭できる、家族の絆をつなぐ居場所。

家族の存在を気にせずくつろげる、

自分だけの居場所。
上　：広間（北側の大きな壁）

北側の壁面にスクリーンをかけて大画面で映画を楽しめる。

我が家の映画祭は、おじいちゃんの腕の見せ所。

左・下　：広間（南側の大きな窓と緑のテラス）

広間とテラスは、床や天井が同じ仕上げでひと続きの空間なので、広がりを感じる。

天井は屋根なりで、「ひとつ屋根の下」という感覚を強くする。

左下　：広間（キッチンからの眺め）

食事の用意をするお母さんが、畳やイスに座る人と目線をあわせることができ会話が弾む。

目線が合うことで、子供たちも寂しくないし、お母さんも安心して料理に取り組める。　

右上・左・左下　：吹抜空間にある子供の勉強スペースとお母さんの休憩スペース

視線の向きや高さが違う為、近くにいてもお互いのことを気にせずにくつろげる。

でも、声をかけたらすぐに顔をみて話ができる距離。

勉強スペースは、階段という動線と隣り合っている為、両親は勉強している子供

たちの姿を、無理なく見守ることができる。

中　：若夫婦のための書斎と休憩スペース

窓から東の空がきれいに見える休憩スペースと、

静かで集中できる書斎。お互いの視線は合わないが、

気配だけを感じることができる。

右　：吹抜空間にあるおばあちゃんの手芸机

階段を挟んで、子供達の勉強スペースとつながる

場所。「宿題教えて」と孫との会話が始まりそう。

廊下との間にある低い壁が、穏やかに領域を分け

てくれるので、落ち着いて作業ができる。

下中・左：緑を愛でる親夫婦寝室

南の窓から明るい光が入る部屋。窓から見える木々は景色を

楽しくするだけでなく、前面道路からの視線を遮ってくれる。

右上・下右　：成長と共に使い方を変えられる子供部屋

２階南側の明るく開放的な部屋。子供が大きくなったら中央

に収納を設けて部屋を分割できる。

食事　家事　だんらん　遊び　宿題

　息ぬき　おやつ　世間ばなし　昼寝

　我が家の映画祭

仕事　勉強　読書　キルト

休憩　ぼんやり

睡眠　身支度　読書　電話

夫婦の時間　考えごと

ライフスタイルや価値観の違い

　流れる時間の違い

　　共同生活のわずらわしさと窮屈さ

　　　嫁姑関係への器具

周辺環境のプラスを活かしマイナスを逆手にとって、３つの居場所を配置する。

マイナス面をプラスに変えるのは、めりはりから生まれる空間のギャップ。

機能的で楽しい、回遊できる動線。

中心にあるキッチンでは、お母さんが

家事をしながら家族を見守る。

広間の中で、くつろぐスペースと動線

とを穏やかに分ける柱。畳の間に座ると、

柱に守られているような感じがする。

広間をセットバックさせて駐車場を設ける。

マンションの日陰にかからないテラスと

広間には、たくさんの光がとり入られる。

個室もセットバックさせ、緑を植える。

道路を歩く人は、圧迫感でなく、季節

の風を感じることができる。

子供たちがこもり過ぎないよう、

子供部屋は少し小さめに。

玄関につながる吹き抜け。吹き抜けの開口は、

書斎だけでなく、玄関にも朝の清々しい光を

取り込んでくれる。

開口は 小限だた、適度なこもり感が、

寝室にはちょうどいい。

緩勾配の屋根と平屋の控えめがボリュームが、

小道を歩く人にやさしい表情をつくる。

環境に恵まれていない敷地西側に、

秘密基地のような、小さな開口の、

こじんまりとした個室を配置

恵まれた敷地東側に、別荘のように

広くて豊かな平屋の広間を配置

個室から個性がにじみ出るように、

個室近くの動線上に

ワークスペースを配置

1F 平面図　Ｓ＝1：100
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畳の間
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の書棚
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親夫婦寝室

２F 平面図　Ｓ＝1：100
東側面図　Ｓ＝1：100

東の小道の雰囲気を引き込むアプローチ

光と緑に溢れる小道から続くアプローチは、

路地のように、涼しげに来客を迎える。

自然とみんなが集まる広間

広間は動線の一部になっている。だから、目的はなくてもふらりと立ち寄ってしまう。

建具を引き込むと、板の間とテラスが繋がり、広く明るく使うことができる。テラスの植栽と

高低差が道路からの視線を遮ってくれる為、建具を開け放っていても気持ちよく過ごせる。

敷地の傾斜を活かし、二階建てを５つの高さのスキップフロアで構成する。

多様な高低差が、つかずはなれずの心地よい距離感を生んでくれる。

吹き抜けに開く大きな窓は少し低めの

位置にあり、休憩スペースに座った時、

広間の屋根の上に開けた空が見える。

広間には、２つの高さによって多様な居場所ができる。

６人集まっても、それぞれ自分の居場所を確保でき、

みんなの視線が少しずつずれて交わる。

適度な距離感と、適度な一体感につつまれて、いつまでも・・・

子供たちの

勉強スペース

お母さんの

休憩スペース

広間

子供部屋

親夫婦寝室

おばあちゃんの

手芸机

子供たちの

勉強スペース

お母さんの

休憩スペース お父さんの

書斎

キッチン

玄関

冬至

冬至

夏至

夏至

お父さんの

書斎

夏の暑い直射日光を遮り、

冬の暖かい光を取り込む庇

２つの吹抜を通って

家中の空気が流れる。

ワークスペースと動線の間に適度

な高さの段差と壁を設けることで、

落ち着いて作業できる環境を作る。

吹抜が、ワークスペースと

広間の空気をつなぐ。

Ｘ－Ｘ’断面図　Ｓ＝１：５０ Ｙ－Ｙ’断面図　Ｓ＝１：５０

広間

４０㎝の段差を境に、くつろげる畳の間と

活動的に使える板の間を配した。段差が生み

出す視線のずれが、心地よい距離感を作る。

個室

各個室＋共有スペース（広間・風呂など）を

それぞれ別のレベルに配した。高低差や個室

前のワークスペースが緩衝空間となり、個室

のプライバシーが守られる。

ワークスペース

吹き抜けの中にレベルを変えて配置した。

視線は合わないが、大きな一つの空間の

中にいる状態が、ワークスペースに自然

なつながり感を作りだす。

夜間部・土曜部　建築設計スタジオ　2年生作品「傾斜地に建つ二世帯住宅」



昼間部建築設計スタジオ 1年生作品「コ ー トハウス」

ite analysis 

］。 所在地：東京都中野区 地填地区：近隣商業地域・

主要用途：専用住宅 第三種高度地区・防火地域

家族構成：夫婦＋子供2人 構造：RC壁式構造

敷地面積：122.2nl 規模：地上2階
建ぺい率（I午容）：80%

容積率（I午容）：240%

△「家事の合間にちょっと休憩。
ああ、 庭の緑もずいぶん良い感じになってきたなぁ。
週末は気分をかえてサンルームでランチを食べようかな？」

南側なごみの空間

の建てる。

�vノ広屯,...中司""“｀つ匹少IU刀在ッ場所にある。

周囲は戸建て住宅が密集し、 北側道路以外の3方向

がふさがれている。

court house concept 1 two different spaces concept 2 facade design concept 3 

敷地の条件より、 東・南·西の各面の窓は眺望や

採光は期待できず、 換気の役目の小さな窓しか

考えられない。

そこで、 今回は内部に中庭を持つコ ートハウスと

して設計をする。この中庭部分は採光、 眺望は

もちろんのこと、 南北のボリュームをわけ、 また

つなげる役割も担う。

1Fサンルームから中庭を見る

image photos 

中庭

2Fに設けたテラス

△「あれ、 ママまだ寝てるみたいだな…。
たまにはママもゆっくりしたいよね...。」
「お兄ちゃん、 今日は私たちが朝ご飯用意しない？」

南北に細長い敷地の中心に中庭を設けると、

庭を基点に北側と南側に居場所が分かれる。

これを利用して、 それぞれを2つのシーンで

使い分ける。

中庭を通してさんさんと光が差し込む北側を、

普段家族が集ったり友人を招いたりする

「にぎやかな空間」として。

直射光は入らないが静かな明るさを持つ南側

を、 日常から一歩距離を置き、 落ち着いて過ご

せる離れのような「なごみの空間」にしようと考

えた。

南側：なごみの空間
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北側立面図1:200

北側：にぎやかな空間

ライブラリー

、 、ヽ

＼ダイニング・キッチン

前面道路以外に開放されていない

この敷地では、 北側のファサー ドが

唯一「まち」と接することができる部

分である。

1階部分を約2mセットバックさせ、

道路と建物の間に余白を持たせる

ことで境界があいまいになり、

道路反対側の公園につづくような、

「やさしい空間」を作り出す。

公園

ファサー ド：通りにやさしい空間

北側にぎやかな空間 image photos 

2F主寝室から見た中庭

2F主寝室

△ 「日曜日の朝はママもちょっと寝坊させてもらうかな … 。」
「ここで寝転がっていると、 バリのホテルを思い出すなぁ...。」

1Fリビングから中庭を見る

△「この寝室は階段は専用だし、 正面は庭だしホテルみたい。
毎日の疲れが癒されるわぁ」

△「今日は休みだから、 リビング側にきて
ゆっくり本でも諫もう・・・。」

己料

2F平面図

□
〉

サンルーム

口

1F平面図 1:200 

断面図 1:200 

ロロ 土間
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1F土間からリビングを見る

△「おじゃましまーす。うわぁ、 広々として明るいダイニング！」
「子供達は勝手に遊ばせておいて、 あっちでおしゃべりしましょう！」

1Fキッチンよりダイニング、 中庭を見る

△「さぁ、 今日は何を作ろうかな？
そう言えば2人は … あ、 いたいた。今日の夕飯はカレーライスよぉ！」

2F子供室の隣に設けたライブラリー

1Fダイニングより中庭を見る

△「ママ、 ご飯まだぁ？」
「もうすぐできるから！ ねえ、 外の天気はどう？雨ふりそう？」
「う一ん、 ちょと雲が多い感じだねぇ。あれぇ、 外の木、 ずいぶん繁ってきたね。
週末は外でバーベキューにする？」

2F子供室からライブラリーをみる

<J「お兄ちゃん、 ここ教えて！」
「え？しょうがないなぁ …あれ、 ママが下で
料理はじめたみたい。いいにおいがする！」

「ああ、 今日もいい天気みたい。早く着替じ
えて下におりよう。 朝ご飯なんだろうな？」





技術課題より 平面詳細図」と「矩計図」

 

デザインファームではまず学習用木造モデルの軸組模型をつくり、立体を感覚的

に理解しながら仕組みと役割を学びます。その上で様々な図面が出題されますが、

「見本図面」はありません。  建築物の細かな知識を立体として理解し納得して

から図面にするのです。ここで紹介している学生作品は「木造矩計図」「木造平

面詳細図」「RC平面詳細図」です。昼間部、夜間部、土曜部共通の課題です。



．模型のつくりこみ、そして製図

中間発表で考えたこと、思っ

たことを模型に反映させます。

自分の考えがぎゅっとつまっ

た模型を見ながら、最後に図

面を描き込みます。

．完成作品例

作った模型は写真に撮ってデータで保存しておきます。発表会の

あとにさらに模型を作り込んで雰囲気を出す人もいます。

２年生になると、完成した作品をポートフォリオにまとめていき

ます。写真やポートフォリオは卒業後、就職活動をする際に、と

ても有効な資料となります。

．講評会

講評会では最終的な模型と図面をつかってみんなの前で発表します。
きれいな模型を作ることが目的ではありません。自分が考えたこ
とをみんなに伝えることが大切です。
先生やクラスの仲間とともに一歩一歩進めていきます。
ここにたどりつくまでおよそ６週間。　　　　
おつかれさまでした！

．模型を使って自分の考えを説明します。

検討模型をつかってこれまで考えてきたことを発表します。

けっしてきれいな模型ではありません。

電車のなかで描きためたスケッチを使って発表する人もいます。

まだ検討中の部分もあったりします。

そんな状態を先生や他の生徒さんと一緒に考え、意見を交換します。

発表する内容は、プランの説明だけにとどまりません。

どの場所で、どんなことが起こる家にしたいのか、じっくり説明します。

「家」という「モノ」の説明ではなく、家のなかでどんな「コト」が起

こるのか、中間発表では「モノ」ではなく「コト」を大切に自分のプ

ランを説明します。

ある程度考えがまとまったところで、

クラスの仲間に自分の考えを話す、「中間発表」を行います。

．模型を作って考えます。

簡単な間取りができたら、

さっそく模型をつくります。

窓も扉も考えないで、簡単な模型をつくります。まず、ボリュームがわか
る模型をつくり、それから、鉛筆でだいたいの窓の位置を決めて、カッター
ナイフで適当に開けていきます。定規や細かい寸法は必要ありません。お
かしかったらテープでふさいでまた開けてみます。とにかく模型を使って、
目で見て考えます。

頭の中で考えていたイメージが形になると、「なんか違うぞ？」という違和
感を覚えるかもしれません。けれど、その違和感を感じる事で、次には修
正を加えることができます。それを繰り返す事で、徐々に自分のイメージ
に近づけていくのです。

課題は発表されると、そこからはひとりひとりまったく違う計画になって
いきます。だから、先生もひとりひとりとじっくり向き合って話を聞きます。
できあがった模型を一緒に眺めることで、立体感覚のずれを修正し、意見
を交わし、計画を進めていきます。

．簡単な間取りを考えます。

どんな家族がどんな風に暮らしてい
くのか、あれこれ想像して、たくさ
んの間取りを考えます。これをエス
キースと言います。１年の最初の課
題では、エスキースの仕方も丁寧に
順序を追って説明します。

．敷地を見に行きます。

想定された敷地を見る事で、太陽の

日がどのように差してくるのか、ま

た周辺の様子を把握することができ

ます。

．課題が出題されます。

最初にＡ４サイズの課題プリントが

数枚配られます。１つの課題は約６

週間程度で仕上げていきます。課題

内容は最初は取り組みやすいものか

ら始まり、徐々に複雑なものへ。２

年間かけてステップバイステップで

変化していきます。

いい設計をするには、「模型で考

え」、「人に自分の考えを説明す

る」を繰り返し、問題点を見つけ、

修正を重ねることが大切！

内部の細かい所はパースなどの

スケッチを描いて検討します。

パースの授業があるので、絵の

苦手な人も安心です。

いえいえ、

そんなことはありません。

わかるところから

少しずつ進めていくのです。

いきなり難しい図面を描くのかな？

きれいな模型を作るのかな？
デザインファームの設計課題のプロセスは、

設計のプロが行う設計プロセスに

とても近いやり方です。

だから、設計事務所の即戦力になるのです。

設計課題の進め方
設計課題をどうやって進めていくのか、昼間部 1年生の

設計課題を例にあげて設計プロセスをご紹介しましょう。
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